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充 実 空 洞 の 研 究
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I序

肺 の結核性病巣 は,そ れが管 内性転移 の源 とな るとい

う点で,ま た レ線写真上容 易に発見 しうるとい う点で,

他 の臓器 のそれ とは異 なっ て,臨 床 上特 異の立場 にたた

されてい る。現在肺病巣切除 の要否 をめ ぐっ て闘わ され

てい る議論 は,レ 線写真上 におい て可視 的な病巣が,は

たして現在排菌源 であるか,あ るい は将来 その可能性 を

有す る もので あるか否かの点に係つて,菌 撒布抑制の見

地 か ら論 じ られてい る ものが多いので ある。病巣 よ りの

排菌 およびその可能性 とい う点に関 しては,切 除肺の検

討が 可能 となって以来,現 在 なお大 いに論議 されてい る

ところであ る。す なわ ちMedler et al.(1952)1)ら が,

切除肺標本 中の病巣 の結核菌 の有無 を検 索 し,染 色 上は

抗酸菌 を容易 に証 明し うる病巣 も,動 物接種 および培養

の手技 を もつ てしては,菌検 出が陰性 に終 る例 に遭遇 し,

化学療法 となん らかの関連 を有す る可能性 を示唆 しなが

らこれ を報告 した。その後喀痰 中の結核菌 に関 して も,同

様に染色上 は陽性 なが ら,培 養基 上では発育せ ぬ菌 の排

出が確か め られ,こ の菌の生死 をめ ぐつ て各 方 面 か ら

大 きな興味が寄せ られた。 その後 この菌の 生死 に 関 し

ては,そ の問題 を担 う側面 としての培養手技が問題 とな

り,病巣に存在す る薬剤や抗菌因子 の中和除去,さ らには

Hobby(1954)2)に よつ て発表 せ られた長期培養 に よる

菌発育陽性率の上昇等の事実が あつて,染 色陽性培養陰

性 の結核菌 を,た だ ちにすべてが死菌 であると断定す る

ことには,慎 重 であ らねばな らぬ とい う認識 に 到達 し

た。菌 の生死 に関 す る問題は,先 に も述べた通 り化 学療

法剤 の薬剤効果 との関 連において注 目されて きた もので

あるが,曲 折 した経過 を経てい るうちに,こ の問題は予

想外 の方向 に進展 した。す なわ ち化学療 法を施行 しなか

った患者 の喀痰や切除肺病巣 の検索 で も,同 様 に染色陽

性培養 陰性の菌の存在す ることが明 らか とな り,こ とに

Canetti(1946)5)の 詳細な検索では,こ のよ うな菌 の

状態は全 く化 学療法 と無関係 に存在 し うる ものであるこ

とが明 らか となつた。 ここにおいて問題は,病 巣内にお

け る菌 の運命に関す る古 来の テーマに還元 され,化 学療

法は単 にその経過 を修飾 す る1つ の条 件 とみな され るこ

ととなっ た。元来病巣 内で結核菌が次第 に死滅 してい く

ことに関 しては,古 くCoryllos(1933)4)そ の 他多 く

の報告が あ り,臨 床材料 および実験結核 の双方 よ りこれ

が論 じられてい る。反対 に空洞化 した病巣で は,そ の空

洞壁 をなす乾酪物質 を足場 として,結 核菌が著 し く増加

す ること も周知 の ことであ る。 このよ うに結核病巣 内で

は,菌 の増加 と 減少 とが と もに 行われてい るので あ る

が,菌 の増減を左右 す る病巣 内の条件は,そ の病 巣の組

織 学的な構造 と,化 学的 な因子 の双方 よ り規定 され る も

のである。

切 除肺の検索に よつて,病 巣内の結核菌の有無 が盛ん

に論議 され るよ うになって以来,各 種病巣 別の菌陽性 率

が 多 くの文献 に挙 げ られてい る。しか しその病巣分類 の

多 くが,肉 眼的な組織所 見によ るもので,病 巣分類 とし

ては不充分 な ものであ るといわね ばな らない。著 者は従

来 の切除肺 の検索所見 よ り,肉 眼 的には同様 にsolidな

病巣 とみえ るものを,検 鏡上乾酪巣 と充実空洞 とに区別

すべ きことを述べて きた5)6)。 病巣の由来7),し たが

つ てその性格 に明 らか な差異 を もつ このよ うな病巣 を,

組織学上区別す ることに よ り,病 巣の石灰化 の問題8)を

きわ めて明確に把握す ることがで きたのであ るが,こ の

病巣分類 は,ま た病巣 内の結核菌 の有無,な らびに その

生死 に関す る問題に も,看 過 しえない意 味を有 す ること

が,今 回の研究 で明 らか となつた。以 下著 者の検索結 果

を報告 して,病 巣 内の結核菌 に対 す る問題 の うえに占め

る病巣性格 の重要 さを改 めて強調 してお きたい。

II検 索 材料 ならび に方法

検索材料 は京大結核研究所,加 茂川病 院,新 三菱桂病

院におい て得 られた 切除肺標本70例150病 巣 を 使用

した。標本 はこれ を型 のごと くフォル マ リン固定 とし,

パ ラフィン 包埋切片 とした。 結 核菌の 染 色 にはZiel-

Heidenhain法,Rodamin-Auraminに よ る蛍光 染色等

を施 し,ま ず蛍光法 によつて菌の所在部位 を確か め,つ

いでZiel-Heidenhain法 に よる 染色 標本 を 詳細 に検索

した。なお一部の切除肺では,切 除後 ただ ちに病巣 に割

面を入れ,そ の病巣 の一部 を白金耳 にて掻取 り,1%小

川卵培地 上に培養 して,2ヵ 月後 まで成績 を観察 した。菌
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検索 と併わせて病巣の病 理組織学 的性格 を知 る目的で,

これ と相接 した切片標本 をヘマ トキシ リン ・エ オジン染

色,ElasticavanGieson染 色 お よびBielschowsky-

Mareschに よ る格 子線維 の鍍銀染色等 で観察 した。病巣

の分類 は,第1編6)で 詳述 した ごと く乾酪巣,乾 酪空

洞,部 分充実空洞,完 全充実空洞,浄 化空洞 等で ある。

I検 索 成 績

結 核病巣内の結核菌 検索で もつ と も重要な問題は,菌

の生死 に関す るものであ る。 しか し病巣 の同一部位 を,

菌 の塗抹染色,培 養 な らびに組織学的検索等の手技に よ

つ て,そ の成績 を同時 に比較検討す ることは実際には不

可能 な ことであ る。病巣分類 を肉眼的 に被包乾酪巣 と空

洞 に大別す る程度 であれ ば,病 巣分類 と菌 の有無 を同時

に検討 す ることも可能 であ るが,第1編 で記載 した方式

に従つて,こ れ らの病巣 をさ らに顕微鏡的 に細分 しよ う

とす る著者の 目的 よ りすれば,特 別の新手技 を考 案す る

ことな くして は,こ の ことは全 く不可能 のこ とで あ る。

そ こで結核菌 の生死 に関す る問題 を離れ て,ま ず第一 に

病巣 の性状 と菌 の有無 を検査 した ものが表1・2に 示 し

た ものであ る。

表1結 核病巣中の結核菌(蛍 光法)

表2結 核病巣 中の結核菌(Ziel-Heidenhain法)

表1は 結 核菌染色 として蛍光法 を用 いた ものであ り,

表2はZiel-Heidenhain法 を使用 した もので ある。(両

染色 によ る比較検討 に供 した切片 は,互 に相隣れ る2枚

の切 片であ ることは もちろんで ある。)こ れ らいずれの

方法 を使用 して も,菌 の検出率は乾酪巣 で低 く(約10%

以下),乾 酪空洞 では顕著 に高率 とな る(60～70%)。

(この乾 酪空洞 の分類 には,肉 眼的に認 め られた ものは

もちろんであ り,こ のほか に顕微鏡下 で乾酪巣 の崩壊が

み られた程度の もの まで入つてい る。)乾 酪巣 にみ られ

に菌 は,数 も少 な く,し か も散在性 であ る。乾酪空洞 内

の結核菌 は,あ るものは濔漫 性に,あ る ものは塊 状をな

し,い ず れ も空洞 内面 に近 く,ま たは乾酪 物質 の崩壊部

位 に存在 していた。部分充 実空洞 では一部充 実(35～)42

%)よ り大部充 実(24～28%)の 方 が陽性 率が低 く,さ

らに完 全充実空洞 にな ると13例 中2例(15%)に 蛍光

法でのみ菌 を検出 しえたにす ぎない。部分充実空洞で認

め られた菌は,多 くは乾 酪物質 と空洞充実部位 との境 界

面,し か も乾酪物質の中にあ り,空 洞充実部位には少数

の菌が散在性に認 め られたのみであ る。完 全充実空洞で

菌 を証明で きた2例 においては,そ の菌数は きわ めて少

な く,し か も散在性に存在 し,そ の菌は顆 粒状 をな して

い た。

蛍光法 とZiel-Heidenhain法 の 菌検 出率 を 比較す る

と,前 者 は全病巣の38%に 陽性 であ るに対 し,後 者で

は29%の 陽性率 を示 し,約9%の 差 で前者 の方が高率

であつ た。

病巣別 に両 法によ る菌検索所見 を比較 してみ ると,以

下のよ うであ る。乾酪巣 では両法 ともに菌検 出率 は低 い

が,そ の うちで も菌 の認 め得 られた場合の多 くは蛍光法

によ る ものであつた。乾酪巣 に軟化 崩壊部が生ず ると,

この部分に菌の増殖がみ られ,Ziel-Heidenhain法 で染

まる菌がみ られ るよ うにな る。乾 酪空洞 では空洞壁 に両

染色法で と もに高率に,し か も多数の菌 を検出す ること

がで きる。部分充実空洞で は,乾 酪物質中にはなお両法

で数 多 くの菌が染出 され るが,空 洞充実部位で は菌は ほ

とん ど見 当 らず,こ こに菌 の検 出され る場合に は,蛍 光

法 でご く少数 を認 め うるにす ぎなかっ た。完全充実空洞

では,菌 の存在 す る場 合に も,そ れ は蛍光法で のみ認 め

られ る ものであつ た。粟粒撒布巣 では,両 法 の間に一定

の傾 向を認 めえなかっ た。

先 に も述 べたご とく,同 一部位 にっいて組織学 的検索

と,培 養 によ る菌 の生死 とを同時に検討 す ることは不可

能 であ る。 しか し染色 された抗酸菌 が病巣 に発見 され た

として も,こ れ らの菌 のす べてが,た だ ちに撒布源 にな

りうる生活力 を有す る もの とは考 え られない。したがっ

てぜ ひと も染色 された抗 酸菌が,は た して発育能力 を有

す る ものであ るか否かに関 しての検討を加 えてお く必要

が ある。染色 所見 と培養 成績 との厳密 な比較検討 は不可

能であ るが,病 巣 の一部 を培養 し,残 余 の病巣 の組織像

な らびに染色 上での菌の所 見 と比較す ることも,こ れ ら

の関係の大約 の傾 向を知 るうえには支障 ない もの と考 え

る。表3は その成績 であ るが,菌 培養手技が きわ めて簡



1958年9月 631

表3結 核病巣中の結核菌の染色ならびに培養所見

単 で,現 在知 られ てい る菌培養 の最 良の方法 にははるか

に及ぼ ない点が遺憾 であ り,こ のためあ る程 度培養陽性

率 の低下 を もた らしてい るもの と推察 され る。

表3に 示 され てい るよ うに,乾 酪空洞 に染色,培 養 と

もに陽性 の菌 が圧倒 的に多い ことは当然 であろ う。しか

し,に れまで被包乾酪巣 といわれ ていた ものの うち,乾

酪巣 では21例 中3例 のみに培養陽性 であ り,抗 酸菌 の

発見 しえた ものは1例 にす ぎなか った。充 実空洞 では培

養陽性率 が さ らに低 下 し,染 色陽性例 が乾酪巣 に比 し増

加 してい る。す なわ ち,部 分充実空洞 では30例 中2例

が培養陽性 であったこが,完 全充 実空洞 では9例 中全部 が

培養陰性 であったこ。染色陽性培養陰性例 は,乾 酪巣 では

21例 中1例 にす ぎないが,部 分充実空洞 では30例 中

7例,完 全充実空洞 では9例 中3例 と,い ずれ も3割 近

くの出現率 を示 してい る。

病巣形成の次第 と菌の推移 との両者 を並べ て考察す る

とすれば,次 の ごと くな るであろ う 。 す なわ ち,乾 酪

巣 では染色陽性 の菌 は きわ めて少 な く,そ の割に培養す

れ ば陽性 とな る発育可能 の菌 を有す るものが 多かっ たこ。

乾酪巣が崩壊 して乾酪空洞 を形成 す ると,病 巣被膜 よ り

空洞 に向 う滲 出液 の滲 出路 に沿 つて,ま たこ空洞 内面 の乾

酪物質 中に,多 数の菌 が増 殖 して くる。 ここでは菌 は染

色培養 と もに陽性 であ る。かよ うな乾酪空洞 の灌 注気管

支が 閉塞 を きたこす と,充 実空洞 が形 成 され るので あ る

が,か くして形成 され たこ充実空洞 では,再 び菌 が減 少し,

ことに培養陽性 の菌が きわ めて少 な くて,染 色陽性 の菌

が存在 す る。部 分充実空洞 では,な お培養陽性 の菌 を残

す こともあ るが,完 全充 実空洞 では,菌 は全 く生育性 を

失 う ものの ようであ る。

IV総 括および考案

結核性 肺病巣 中の結核菌 を検索 し た著 者の今回の研究

は,充 実空洞 とい う特殊 な病態 を明 らかに しようとす る

目的の一環 をなす ものなので ある。 この意味においては

充実空洞 は,結 核菌 の有無 とい う点で,結 核病巣中で も

特殊 の地位に あることが明 らか となったこ。す なわ ち,充

実空洞 は生育性 のある結核菌に きわめて乏 しい病巣 であ

る とい うことがで きるのであ る。空洞 の灌 注気管支が 閉

塞 して,空 洞 内に滲 出物 が充満 して生 じた病巣 は,あ た

か も塞性 膿瘍に相 当 し,無 菌巣 とな るものであ るとい う

ことをPinner(1947)9)が 指 摘 してい る。元 来灌 注気管

支が閉塞 して空洞 の閉鎖 されたこ病巣では,好 気性 であ る

結 核菌の生育力が減 し,次 第に菌の消失 をきたこすであ

ろ うことが一般 に推測せ られ ていて,古 くCoryllosら

は,こ れ を結核治癒 の機転に して重視 してい たこことは周

知 のところであ る。 しか し 過去 にな され たこ研究 の 多 く

が,病 巣の菌の有無 を論ず るに当って,そ の病巣 の性格の

判断が的確 さを欠 き,た めに以上 の諸説 もまだ憶説 の境

を脱す ることがで きなかっ た。

元来肺 の結核性病巣 は,そ の大部分が二次巣に属す る

ものであ る。したがつて これ らの病巣は,ア レル ギー性に

形成 され る もので,病 巣形成 当初 よ り,病巣 中の結核菌 は

,そ の病巣の大 きさに比 しては きわ めて少数 であ ること

が推定 され るので ある。 この ことを切 除肺において確か

めることは容易で ある。(帽針頭大 以下 の小撒布巣 には,

切片標本 で結核菌 を証 明す ることも比較 的多い ものであ

るが,粟 粒大 以上 の撒布巣 には切片標 本で…抗酸菌 をみ る

ことが きわ めて少 ない。)す なわ ち病巣の拡大 がア レ ル

ギー性 に起 り,病 巣 は菌 の きわめて少 ない類上皮細胞結

節 として形成 され,に れが壊死 して乾 酪変性 を起す たこめ

であ る。か くして生 じた乾酪巣 に菌が少 ない こと も当然

で,今 回の検索 で も,乾酪巣 の抗酸菌 はZie1-Heidenhain

法 では全 く証 明で きず,わ ずかに蛍光法で その10%に 陽

性成績 を得 たにす ぎなかっ た。 しか しにの乾酪巣 の結核

菌 は,染 色法 で証 明 しがたい とい うのみであっ て,病 巣

の一部 を培養 すれば,染 色 法で陰性 の病巣 で もそ こに菌

を発見す ることが しば しばであ る。す なわ ち類上皮細胞

巣 には,そ の成立 当初 よ り菌が少 ないのであ るが,そ の

菌 は病巣が壊死 に陥っ たこのちに も,な お長 く病巣 内に生

存す るもので あ る。 それゆ えに こそ乾酪巣 の軟化融解,

空洞化 に伴っ て,残 存結核菌が病巣 に発育 して くること

も可能 なのであ る。 しかし乾酪巣 に存在す る結核菌 は,

各種 の抗菌因 子の作用下 にあって,全 く病巣 に逼塞 し,

発育 を妨 げ られ,あ るいは発育力 を失つ た状態 にあ るも

の と推察 され る。 病巣 中の 抗菌 因子に 関 しては,古 く

Coryllosに よつて酸素 の不足 が数え られて以来,各 種 の

要因が報 ぜ られてい る。最近 ではDubos(1954)10)お

よびHirsch(1954)11)の 研究が あ り,病 巣中 の代謝産

物 にとに各種 の有機酸や塩基性 のア ミン類 の抗菌力 を明

らか にしてい る。一 たこん発育 したこ結核菌が病巣内で次第

に発育 力を失 い,減 少 してゆ く原因 として,結 核菌に対

す る特殊抗体が,そ れほ どあてにな らぬ現在 では,病 巣

内のにれ ら非特異的な 諸因子に それを求 むべ きであろ

う。最近 われわれ の 行っ た 病巣内のrHに 関す る研究
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(1957)12,ま たこ大島 ら(1957)13)に よって な されて

い る結核菌発育促進作用 を有す る血清蛋白分劃の変動等

も,ま たこ病巣 内で結核菌の発育 を抑制す る原因 として数

え うるで あろ う。いずれに しろ結核菌 の発育に とつて悪

条件 となっ たこれ らの諸因子が,病 巣 の空洞形成 とと も

にすべ て失われ て,乾 酪巣 は滲 出液で灌流 され,結 核菌

発育 の好条件が もたこらされ る こととなる。 この と き病巣

内に なお結 核菌が生存 しておれば,こ れが空洞壁に発育

増殖 し,空 洞 よ りの結核菌排 出の源 となるので ある。

さて本編 に問題 とす るところは,空 洞化 したこ乾 酪巣

が,そ の灌注気管 支の閉塞に よって充実空洞 を形 成 したこ

場合に,そ の病巣中の結 核菌がいかな る状態 にあ るか と

い うことであ る。著 者の得 た成績 では,充 実空洞 の大 部分

に染色 上で も,ま たこ培養 手技によって も,と もに菌 を発

見 しえなか った。菌 が存在 す る場合 には,そ れは部分充 実

空洞 に相 当す るものであ る。部分充 実空洞 の場合 には,な

お空洞壁 を形成 してい たこ乾酪物質 に結核菌が残存 あ るい

は増殖 したままで空洞 が閉鎖 され るたこめ,こ れ らの結核

菌が病巣内に 閉 じこめ られたこもので ある。 この菌 は培

養基上で発育 して くる場合が きわめて少 な く,そ の多 く

は生育加のない,あ るいは生育 加が極度 に減退 してい る

菌で ある。空洞 開放 時には生育力の強い菌が ここに存在

していたこことはほ とん ど疑 うにと もで きないか ら,当 然

この菌は空洞 の閉鎖 とと もに,そ の生育力 を失っ た もの

とみな さねばな らぬであろ う。す なわ ち空洞形成に よっ

て病 巣よ り排 除 され たこ抗菌条件 が,空 洞閉鎖に よっ て再

び病巣に現 われたこものであ る。 しか しなが ら内容的にみ

ると,乾 酪巣 の抗菌条件 と,充 実空洞 のそれ とは必 ず し

も同一でない。細胞学 的には,前 者が類上皮細胞 の壊死

巣であ るに対 し,後 者 は好 中球 の壊死巣で あ り,自 らそ

の化 学的な組 成が異 な り,抗 菌的に働 く物質に差 異があ

ること も考 え られ る。またこ組織 学的にいつて,前 者の病

巣 被膜 に比 して,後 者 のそれ はは るかに厚 く輩 固であ り,

したがって 被膜 を通 じて 病巣の 内外に行われ る 物質交

換 も,相 当な差 異 をきたこすであ ろ う。 ことに被膜 に線維

化 が進 行 し,さ らに硝子化 して 搬痕様 となったこ場 合に

は,病 巣 内外の 物質交流 は きわめて 困難 と な るであ ろ

う。いずれに しろ充 実空洞 が形 成せ られたこ場合には,そ

の形成早期の病巣には,な お発育性 を有す る結核菌が存

在す ることは当然 として も,時 間の経過 とと もに,こ の

菌は次第に生育性 を失 い,病 巣内よ り菌 が消失 す るに至

る ものであろ う。

空洞 の乾 酪物質が,空 洞 被膜 か らの滲 出によ り,次 第

に破壊 され,排 出 され てゆ く過程 は,空 洞の浄化 を意味

す るものであ る。 この浄化過程 の進行 とともに,空 洞 内

の乾酪物質が減少 し,同 時 に空洞 内での結核菌の発育 の

根拠が失 われ,空 洞 よ りの菌 の排 出は次第に減少す る。

浄化前期 の空洞 あるいは浄化空洞 は,か くして菌排 出の

行わ れな くなつ た非特異性 に近 い空洞 であ り,こ のよ う

な空洞が充実す る場合に は,菌 の全 く存在 しない充実 内

容 を形 成す る。完全充実空洞 とは,か よ うに して成立す

る ものであ るか ら,こ の充 実空洞 には,染 色 上で も,培

養 成績1によって も,い ず れで も菌 を発見 しない にとは当

然 であ る。

以上 の ことが明 らか になっ たのちでは,solidな 結核

性壊死巣 中の菌 の存否 に関しては,次 の3項 目が注意 さ

れね ばな らぬであろ う。 まず第1は,そ れが乾酪巣の場

合 であっ て,こ の ときには染色上 は菌 の検 出が不可能で

あっ て も,な お発育性 を有す る菌 を少量 なが ら保存す る

可能性が大 きい。 これに反 し,一 たこん空洞化 したこ経歴 を

有す る充実空洞 では,全 く菌 を検出で きない病巣 と,染

色上 は陽性で あるが生育性の弱い,あ るい はそれ を失 つ

たこ結核菌 を有す る病巣 とが ある。前者の多 くは完全充実

空洞,後 者は部分充実空洞 に相当す る ものであ る。第2

は病巣内におけ る結 核菌の存在が,=部 位的に差 異の大 き

い ことで ある。部分充実空洞では,空 洞 充実部に菌 は少

な く,も との空洞 内面に相当す る乾酪物質,あ るいはそ

の液化 路に沿 つて菌が存在す る。 したこがって検 索 されたこ

病巣部位が,た またこま にの菌 の存 在す る部位 であ るか否

かに よって成績 に差異 を生ず るので あ り,こ の意 味で菌

検出は機会の問題であ るとい うこと もで きる。第3は 病

巣の新旧の問題であ る。 ことに充 実空洞 では,空 洞が 閉

鎖 されてか らの ちの病巣経過 の時間の長短が,そ の菌 の

発育性 のいかんを左右 す る点が大 であ る。理論 的にいえ

ば,空 洞 閉鎖 の当時には,染 色培養 ともに陽性 の菌 を,

次 の時期 には染色陽性培養陰性 の菌 を,さ らに時間 を経

たこ病巣 では染色培養 ともに陰性 の菌 を検 出す る可能性 が

大 である筈 であ る。空洞充 実病巣 に,な お結核菌が染色

培養 ともに陽性 とい う成績 を報告 したこものの多 くは,形

成後早期 の病巣 を検 したこもの と推察 され るので あつて,

著者 の得 たこ成績 では,培 養陰性 の ものが 多かっ たこが,こ

れ は比較 的古 い病巣 が検査対照 となつ たこ とを意味す る

ものであろ う。なお部分充実空洞 では病巣 の一部に のみ

菌 を保有す る可能性が大で あるか ら,菌 検査の機会いか

んによって,染 色陽性かっ培養陰性,あ るいは遡 に染色

陰性 で培養陽性 の成績 を得 る場合が起 りうるので ある。

植 田氏(1957)4が 病巣 の結核菌 の生死 の問題 を,菌

検索 の機会の問題に還元 して考 えてい るの も,著 者 の病

巣性格 よ りす る菌 の推移 を考 えれ ば,当 然 のことと理解

す るこ とが で きるのであ る。

V結 論

切除肺病巣 を検索材料 として,切 片標本の上での菌の

所見お よび一部培養成績 を,病 巣 の性格別に分けて検討

したこ。 その結果 を一括す ると次の ごと くな る。

1)乾 酪巣 には染色陰性でかっ生育 性を有 す る結核菌
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が少数存在す る。乾 酪空洞 では染色培養 ともに陽性例が

圧倒的 に多 く,充 実空洞 では菌が全 く存在 しないか,あ

るい は染 色陽性で も生育 性に乏 しい菌が存在す る。

2)空 洞壁 をなす乾酪物質,あ るい は被膜 よ りの滲 出

路 に発育 したこ結核菌が,空 洞 の充実 とともにその部位 に

限局 して残存 し,たこめに部分充 実空洞 では菌 の存在が不

均 一 とな る。染色 上 と培養 上 との成績 が相違 す る原因 の

1つ は,こ のよ うに病巣内での菌 の存在 の不規則 さにあ

る。

3)充 実をお にしたこ空洞 では,残 存す る結核 菌は次第

に その生育性 を失つて,遂 には無 菌巣 とな る。 この時間

的経過いかんに よ り,染 色 陽性 かっ培養 陰性の病巣,両

方法 と もに陰性の病巣 を招辛す る。

4)完 全充実空洞は,そ め成立直前の空洞が ほとんど

浄化の域 に達 してい るたこめに,こ こには菌 を検 出し うる

ことが ほとんどない。

5)以 上 の事 実によ り,充 実空洞 は結核菌 のい ない病

巣 であ るか,あ るいは時 間を経 たのちには当然無菌巣 と

な るべ き病巣 であっ て,充 実空洞 として 安定 したこ病巣

は,菌撒布源 とな る危険性 の きわめて少ない ものであ る。

稿 を終 るに当 り,終 始 御懇篤 な御指 導御 校閲を載 いたこ
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